
導水状況（平成２０年１月末現在）

H19.4.22
～H19.6.30

H19.7.1
～H19.9.7

H19.9.8
～H19.12.16

H19.12.17
～H20.1.31

総計

1stステージ 2ndステージ
導水時間(hr) 1,081.3 726.1 1,807.3 869.3 4,484.0
停止時間(hr) 586.7 930.9 592.8 234.7 2,345.1
渇水(hr) 302.1 465.8 0.0 0.0 767.9
大雨(hr) 284.6 424.6 342.3 134.8 1,186.2
その他(hr) 0.0 40.5 250.5 99.9 390.9

導水可能時間(hr) 1,668.0 1,656.0 2,400.0 1,104.0 6,828.0
導水率(%) 64.8 43.8 75.3 78.7 65.7

導水量(m3) 1,360,300 914,100 2,201,200 1,054,400 5,530,000
ナゴヤドーム杯数 0.8 0.5 1.3 0.6 3.3

H19.4.22
～H19.6.30

H19.7.1
～H19.9.7

H19.9.8
～H19.12.16

H19.12.17
～H20.1.31

総計

1stステージ 2ndステージ
導水日数 45.1 30.2 75.3 36.2 186.8
停止日数 24.4 38.8 24.7 9.8 97.7
渇水 12.6 19.4 0.0 0.0 32.0
大雨 11.8 17.7 14.3 5.6 49.4
その他 0.0 1.7 10.4 4.2 16.3

導水可能日数 69.5 69.0 100.0 46.0 284.5



導水状況グラフ
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※１ 総導水累計量は、試験通水期間と社会実験導水期間あわせた累計の導水量である。 

※２ 平成 19年 4月 22日に本格導水開始し、 

平成 19年 3月 27日～平成 19年 4月 13日は、試験通水期間である。 

※３ 試験通水期間の総導水量は、43万 m3である。 
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雨のため停止 

渇水のため停止 

（平成 19年 8月 31日現在） 

渇水のため停止 

雨のため停止 

渇水のため停止 

雨のため停止 

雨のため停止 

雨のため停止 

試験通水期間 

43万 m3 

雨のため停止 

雨のため停止 

渇水のため停止 

6月27日総導水累計量
ナゴヤドーム（170万m3）

1個分突破

7月20日社会実験導水累計量
ナゴヤドーム1個分突破

8月31日総導水累計量
約260万m3

ナゴヤドーム約1.5個分
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※１ 総導水累計量は、試験通水期間と社会実験導水期間あわせた累計の導水量である。 

※２ 平成 19年 4月 22日に本格導水開始し、 

平成 19年 3月 27日～平成 19年 4月 13日は、試験通水期間である。 

※３ 試験通水期間の総導水量は、43万 m3である。 
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導水状況グラフ

11月7社会実験導水累計量
ナゴヤドーム2個分突破

1月16社会実験導水累計量
ナゴヤドーム3個分突破

1月31日総導水累計量
約600万m3

ナゴヤドーム約3.5個分
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導水箇所

行政調査の
主な調査箇所図
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BOD（9月から12月の平均値）

4.1
4.0

2.6

4.5

3.6

3.0

2.2

4.3

2.9

2.2

1.6

2.1
2.3

1.7

2.4

1.9

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

3.5

4.0

4.5

5.0

元
杁
樋
門

猿
投
橋

北
清
水
橋

小
塩
橋

納
屋
橋

尾
頭
橋

紀
左
衛
門
橋

港
新
橋

mg/L

H18 H19

ＢＯＤ（生物化学的酸素要求量）調査結果
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DO（9月から12月の平均値）
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用語説明

ＢＯＤ（生物化学的酸素要求量）

ＤＯ（溶存酸素）

水中に溶けている酸素のことで、水生生物や、河川・湖沼の自浄
作用には不可欠です。排水が流入して汚濁すると、DOは有機物
の分解に使われて減少し、藻類が光合成を行うと増加します。DO
が3mg /Ｌ以下になると魚などの生息が困難となります。

水中の有機物が微生物によって分解されるときに消費される酸
素の量を表します。川などに流入した排水中の有機物の量を微
生物の活動によって測定するもので、河川の有機汚濁状況を示
す代表的な指標です。


